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歳末火災特別警戒にあたり
巡視を受ける第一分団員の皆さん　
今年は、中郡を代表して県操法大会に！

撮影  令和元年12月2７日

湘南にのみや
議会だより
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議員提出の修正案を　可決（観光案内所設計委託料200万円削除）
建設費3,000万円？    JR用地ではなく町有地活用の検討を！補 正 予 算

町から「観光案内所をJR用地に」と説明
　駅前町民会館閉館にともない、町民センターに間借
りしている観光協会事務所を、JR二宮駅北口通路下
に移転設置するための設計委託料を計上した。
　町の説明によると、建設費は概ね3,000万円、地代
等運営経費は年約100万円。恒久的な利用が可能で、
菜の花ウオッチング期間中は、町民センターの活用や
吾妻山管理棟付近へのブースや北口バスロータリー西
側にテントを設ける考えがある。

修正動議！委託費200万円にNO
８名がなぜ修正案を出したのか

（前田、善波、羽根、二宮、杉崎、坂本、渡辺、大沼）

（修正案の要旨と理由）
　観光振興対策経費のうち観光案内所設計委託料
を削除する。　
　観光協会事務所は町民センター内のままでよい
とは思わないが、駅前の町有地を利用せず、ＪＲ
駅階段下を3,000万円使って整備する必要はない。
駅前町民会館跡地を有効に活用する策を講じるこ
とを提案する。

　用地にあるホテルは昨年6月まで営業。町は「今後ラディアンの大規模改
修なども控えた中で、行政サービス施設の集積を進める場所として活用でき
る」「町民の利便性の向上を図るために取得したい」として不動産鑑定評価
予算を計上。令和２年度中に購入予算及び建物解体予算を計上したい考え。
広さは1,136.7㎡。土地の所有者とホテルの経営者は異なるが、かねてより町
民から風紀上の懸念の声があったことも確か。ホテルとしては休業している
ものの営業再開の可能性はゼロではない。土地所有者からまず町に売りたい
との打診をうけて、公正な評価額を把握するもの。

ラディアン周辺用地取得に向け不動産鑑定に100万円

　一般会計補正予算は60.8万円を増額して総額を86
億6,653万円から86億6,714万円とした。修正後の
内訳は200万円を観光案内所設計委託費から予備費
に移行。その他の4特別会計は原案を全会一致で可決
した。
＝補正予算の主なもの＝
＜一般会計＞
　 •財産管理費（土地取得鑑定料）	 100万円
　 •在宅高齢者生活支援事業（タクシー券）	 	11万円
　 •旧国立小児病院跡地フェンス更新	 407万円
　 •小・中学校修繕・備品購入等	 240万円
　 •台風関連支出（=>右表　参照）	 986万円
　 •一般職の人件費減額	 △3,128万円
＜国保特別会計＞
　 •特定検診（国保人間ドック受診補助増額）	 40万円

項　目 金　額
カーブミラー修繕 79万円
防犯灯修繕 7万円
ハザードマップ増刷 24万円
旧国立小児病院跡地フェンス撤去＆
新設 407万円

農道　樹木伐採 196万円
町民運動場　樹木伐採 96万円
町道街路樹　樹木伐採 50万円
町道　路面補修 127万円

　計 986万円
＊職員による倒木の伐採費用などは含まれていない。

台風被害関連予算の内訳（関連記事P.5）

ラディアン

取得地
周辺県

道

原案原案

修正案修正案
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賛賛賛賛賛修正案に修正案に賛賛成

反反反反対反反反反原案・修正案に原案・修正案に

賛賛賛賛賛原案に原案に賛賛成

議員提出の修正案を　可決（観光案内所設計委託料200万円削除）
建設費3,000万円？    JR用地ではなく町有地活用の検討を！

修正案への賛成者は
過半数（8名）

一般会計議案の賛否者

修正案に賛成 善波 ・羽根 ・二宮 ・杉崎 ・
坂本・渡辺・大沼・前田

原案に賛成 小笠原・根岸・一石

両案に反対 松﨑・露木

賛成×反対討論
※本人の原稿をそのまま掲載

渡辺　訓任
　台風被害復旧やエアコンなどの機器や施設の整
備に対する緊急対策を評価。被害対策・施設と機
器整備を求める。購入対象土地の不動産鑑定費は、
ホテル営業再開を危惧する声、「行政サービスの
集積」の内容と合わせて判断するために必要。　
観光案内所を「町有地活用ではなく、駅に設置」
する理由について、不明確な部分があり、再考を
求める。

大沼　英樹
　駅構内に観光案内所の設計を進めるには計画が
急であり情報が不足している。町民会館跡地等町
有地の利活用を再検討すべきと考え、原案に反対
修正案に賛成とする。

小笠原　陶子
　ラディアン横のホテル跡地購入のための調査費
用。まちづくりは長い目で見る必要があり今後のま
ちづくり、都市計画に十分生かせる。修正動議の出
た観光案内所設計委託料。にの屋があり、二宮ブラ
ンドの販売に力を入れている。きちんとした場所、
建物が必要であり賛成。景観やデザイン的、美的感
覚のすぐれた専門家や市民を入れて執行を。

根岸　ゆき子
　観光協会はわかりやすくＰＲできる場所として、
現在の町民センターから駅前に移転するべき。
　観光案内所の設置場所について駅前公民館跡地を
活用せよ、との質疑応答からは原案も修正案も不明
瞭さが残る。しかし調整をしてきた観光協会・跡地
の駐車場プロポーサル業者・ＪＲとの信頼関係を積
み重ねて欲しいとの思いで原案に賛成。

一石　洋子
　菜の花ありきの観光協会の在り方を一変させる効
果。行政も二宮町は観光ではないと断言。駅の利活
用は各地ですでに多様にチャレンジされ、地域の特
色ある展開が見える。駅周辺環境一新の覚悟で町内
人材の知恵を集め住民を幸せにしこの町に住みたい
と思って頂く創意工夫の場とすべき。町民会館跡地
は一等地であり観光協会にとらわれるべきでない。

松﨑　健
　観光等に対するビジョンが見えない。駅前町民会
館跡地を駐車場に貸し出し、巨費を投じ観光案内所
を新たにつくることに納得のいく説明がない。総合計
画中期及び後期基本計画に記載の観光に関する「現
況と課題」は言い回しが変わっているだけで内容は
同じ。課題に向き合う姿勢は見えない。立派な建物
を建てても働く人の熱意がなければ何も生まれない。

露木　佳代
　ホテル跡地はこれまで営業していた法人が購入し
た場合のみ再開の可能性あり不安残るが、取得目的
は未定で浸水区域。今後購入自体の議決はできず説
明責任果たせない。観光協会は営業分析もビジョン
も戦略もなく、経常経費が新たに発生する事業をす
べきでない。箱モノ建てず設置、増築、撤去が容易
なセンスあるプレハブやコンテナハウスがベスト。
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陳情
安全・安心の医療・介護の実現のため夜勤改善と
大幅増員を求める陳情
� 　（神奈川県医療労働組合連合会）
　医師・看護師・医療技術職・介護職など（以下、
医療・介護従事者）の夜勤交替制労働における労
働環境を改善し、安全・安心の医療・介護を実現
するため、従事者を増員し、患者・利用者の負担
軽減を図ること。費用削減を目的とした病床削減
は行わず、地域医療に必要な病床機能を確保する。
上記の意見書を国に提出するよう求める。
� 賛成多数で採択
賛医療費削減の国策から病院経営を圧迫し、今後
重要なテーマであるケアの環境が劣化。現場の実
態は人権問題。（一石）
反労働量等や職員の配置は各勤務先の裁量による
ところが多い。経営者の自助努力が一番の近道と
考え反対。（羽根）
反介護現場では仕事量と内容に偏りがあると聞い
ており、運営の努力と労働基準法に照らすことが
適当と考え不採択。（大沼）

介護施設の人員配置基準の引き上げのために、国
に対し意見書の提出を求める陳情
� （神奈川県医療労働組合連合会）
　介護施設の職員の人員配置に関する基準省令を、
実態に合わせて「利用者２人（現行３人）に対し
て１人以上」に引き上げ、夜間の人員配置の基準
を見直し、夜間勤務者の配置水準を引き上げ、一
人夜勤は解消すること。上記項目を保証するため、
介護報酬の引き上げを行うこと。保険料負担・自
治体負担を軽減するために、介護保険財政におけ
る国の負担割合を大幅に引き上げること。
� 賛成多数で採択

■�二宮町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の制定
■�会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定
　地方自治法の改正に伴い、非正規職員を「会計
年度任用職員」に統一。採用は「公募」により、
会計年度ごとに雇用を更新する（再度の任用あり）。
フルタイム型とパートタイム型に分かれる。雇用条
件により、期末手当などが支給される。会計年度
任用職員制度が導入されることに伴い、関係条例
中の条文整備及び所要の改正を行う。
� ２議案とも賛成多数で可決

賛人員配置基準だが、施設入所者は重度化してい
る。現状は町のグループホームも特養の待機場所
になっている。（小笠原）
賛町の施設でも、制度と実態の差が経営を圧迫し
ている実状。介護従事者の育成・確保は喫緊の課
題であり、過重労働解消は必要。（渡辺）
反労働量等や職員の配置は各勤務先の裁量による
ところが多い。経営者の自助努力が一番の近道と
考え反対。（羽根）
反介護業界は人手不足や賃金水準の引き上げなど
の処遇改善を最優先とし働き続けられる環境づく
りが大切。（二宮）
反施設内での努力を求めたい。人員配置基準変更
の法整備は将来の福祉費用負担にも大きな影響が
考えられ不採択。（大沼）

町の持続可能な未来像と財政運営の観点から原案
とそれ以外の新庁舎整備についての意見検証を求
める陳情� （まちづくり工房「しお風」）
１.　�新庁舎整備についての意見の検証結果の公表

と具体的な説明を求める。
２.　�将来を見通した町の持続可能な未来像とその

財政への影響、特に新庁舎建設が与える住民
への具体的な影響の公表と説明を求める。

３.　�町が考える新庁舎を拠点とした発災時の町全
体の防災体制とそのための日頃からの地域防
災との連携体制について説明を求める。

� 全会一致で採択

賛陳情趣旨の「現状の防災の取り組みは防災・減
災の一貫した考えがない」等について町は理解を
得るよう努めよ。（小笠原）
賛町は見通しを出しながら町民と計画を進めるプ
ロセスを大事にしてほしい。（根岸）
賛新庁舎案の説明が立場に捉われ町全体の未来の
可能性を損ねている岐路の時代に相応しい合意形
成の場を求める。（一石）

反非正規労働に根拠を与える大改悪。有期雇用と
公募での採用は、雇い止めに根拠を与えることに。
給料・報酬は、現在の水準が担保されず。本制度
導入で「仕事の見直し」による業務の外部委託拡
大の心配も拡がる。二宮町で働く非正規職員の賃
金・雇用が守られることを求める。（渡辺）

■�二宮町一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部改正
■�職員の給与に関する条例の一部改正
　人事院勧告に基づく、給料表と期末手当などの
支給割合を改正。民間との差を縮めるため、若年
層を主に引き上げ。
� ２議案とも全会一致で可決

条例
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各議員の議案 · 陳情に対する賛成 · 反対は？
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町長提出議案名（左側は議案番号）
78 二宮町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決
79 会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決
80 二宮町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
81 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
82 令和元年度二宮町一般会計補正予算（第３号）　★ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● 修正可決
83 令和元年度二宮町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
84 令和元年度二宮町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
85 令和元年度二宮町介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
86 令和元年度二宮町下水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

陳　情　名（左側は陳情番号） 　
11 安全・安心の医療・介護の実現のため夜勤改善と大幅増員を求める陳情 ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 採択
12 介護施設の人員配置基準の引き上げのために、国に対し意見書の提出を求める陳情 ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 採択

13 町の持続可能な未来像と財政運営の観点から原案とそれ以外の新庁舎整備につ
いての意見検証を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

　　※議案について、○は議案に対する賛成、●は反対したことを意味しています。
　　※陳情については、○は採択、●は不採択です。
　　※議長は採決に加わりません。
★議案番号82号については、 議員より修正案が提出され、 ８名が賛成、 ５名が反対（原案賛成３名、 両案反対２名）しました。
　修正案の内容と討論は、 ３ページをご覧ください。

15・19号台風で風水害対応に課題が
　９月・10月と続けて接近した台風15・19号は町に、
道路冠水・土砂の流出、倒木・停電など様々な被
害を及ぼした。幸い、人的被害や家屋の全半壊は
発生しなかったものの、家屋や町施設の一部損壊
や破損なども報告されている。町は11月の議会全
員協議会で台風対応の課題を報告、続く12月議会
では５名の議員が一般質問で風水害被害・対策に
関する点を取り上げた。
　町は、今回の台風への対応で指摘された点を課
題として整理している。９月議会の平成30年度決
算審査意見の一つとして「町民参加型かつ実効性
のある防災訓練」の検討をもとめているが、台風
19号への対応を通して避難所運営をはじめとした
風水害対策の強化の必要性が明らかになった。

＝台風被害対策＝
12月補正予算で約1,000万円を計上
　12月の一般会計補正では台風被害への対応とし
て約1,000万円が予算化された。（内訳は２ページ）
被害の把握には時間がかかること、施設によって
は見積もり・予算化が遅れていることにより、今後
費用は膨らむ可能性がある。

温暖化の影響か？過去40年間で50㎜超えは 
平成20年から発生
　二宮町にもっとも近い平塚アメダスデータを
過去40年遡ると、河川管理・整備について基準
とされている１時間あたり50㎜を超える雨量は
平成20年に初めて記録され、その後７回記録さ
れています。

気候変動による風水害の甚大化が
予想される中、町は対策の強化を

町のあげる台風対応における課題
（令和元年11月議会全員協議会資料より）
1　災害対策本部の運営
　・高齢者や情報弱者への情報提供の検証
2　避難所運営	
　・各避難所での情報の提供や共有
　・ペット同行避難者や駐車場の対応
　・毛布・食糧の扱い
3　避難所開設の適正化
　・「広域避難所と違う」ことの徹底
　・福祉避難所の設置や対応
　・自主避難所開設・運営方法の地域との検討

町民運動場南側の斜面崩落現場
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現
在
運
営
の
流
れ
を
ま
と
め

今
年
度
中
に
周
知

答

町
の
健
康
づ
く
り
条
例
、
計
画

総
合
戦
略
に
し
た
が
い
実
施

答

避
難
所
の
共
通
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
と
公
表
は

問

０
歳
か
ら
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

問

前
田
憲
一
郎

無
所
属

二
宮 

節
子

公
明
党

　
二
宮
町
の
健
康
づ
く

り
条
例
、健
康
増
進
計
画・

食
育
推
進
計
画
、
総
合
戦

略
に
則
っ
て
各
年
代
ご
と

の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
か
。

　
０
歳
か
ら
高
齢
者
ま

で
６
段
階
の
年
齢
区
分
を

設
け
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指

す
健
康
づ
く
り
の
目
標
を

た
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
世
界
的
に
子
ど
も
の

近
視
が
増
え
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
近
視
を
予
防
す

る
た
め
に
は
１
日
２
時
間

以
上
、
外
で
活
動
し
、
太

陽
光
を
浴
び
る
こ
と
が
必

要
と
言
わ
れ
て
い
る
。
近

視
対
策
に
つ
い
て
何
か
策

を
講
じ
て
い
る
か
。

　
近
視
進
行
を
抑
制
す

る
も
の
と
し
て
、
屋
外
活

動
が
有
効
で
あ
る
と
い
う

研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
国
と
し
て
指
針

や
通
達
が
出
て
い
な
い
の

で
特
段
の
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
太
陽
光
を
浴
び
る
た

め
に
、
熱
中
症
や
脱
水
症

状
の
心
配
が
あ
る
夏
の
暑

い
時
期
に
公
園
で
遊
べ
と

は
い
か
な
い
。
な
ん
と

い
っ
て
も
水
遊
び
だ
と
思

う
。
町
に
は
、
学
校
プ
ー

ル
が
な
い
。
袖
が
浦
プ
ー

ル
を
再
開
す
る
な
ど
地
域

に
太
陽
光
を
浴
び
る
場
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

　
プ
ー
ル
を
含
め
、
袖

が
浦
公
園
の
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち

の
外
遊
び
の
場
所
も
視
点

に
入
れ
検
討
し
て
い
く
。

　
夏
の
暑
い
時
期
に
は

水
遊
び
、
そ
の
他
の
時
期

は
水
を
抜
き
、
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
、
ボ
ー
ル
遊
び
の

場
と
し
て
袖
が
浦
プ
ー
ル

を
有
効
活
用
で
き
な
い
か
。

　
夏
季
以
外
の
別
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
調
査
し

て
い
な
い
の
で
、
あ
り
方

の
検
討
の
中
で
調
査
研
究

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
二
宮
町
の
健
康
寿
命

は
き
わ
め
て
短
い
。
健
康

寿
命
を
延
伸
す
る
た
め
の

事
業
を
予
算
づ
け
し
て
企

画
運
営
す
べ
き
だ
と
思
う

が
い
か
が
か
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
事

業
展
開
を
今
後
も
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
大
規
模
災
害
時
の
避

難
所
運
営
は
、
開
設
時
の

初
動
が
重
要
で
あ
り
、
平

常
時
の
計
画
や
準
備
に

よ
っ
て
、
広
域
避
難
所
が

本
来
持
つ
教
育
活
動
の
再

開
に
、
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
の
指
摘
が
あ
る

が
、
現
在
作
成
中
の
、
避

難
所
単
位
の
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
も
と
と
し
た
共
通

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
と
、

公
表
に
つ
い
て
聞
く
。

　
広
域
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
初
動
編
を
発
災

か
ら
24
時
間
の
混
乱
期

に
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を

す
る
の
か
ま
と
め
、
運
営

の
流
れ
を
今
年
度
中
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
す

る
。
高
齢
者
へ
の
周
知
方

法
も
考
え
て
い
く
。

　
要
配
慮
者
が
福
祉
避

難
所
に
移
り
た
い
と
の
意

思
確
認
方
法
ま
で
の
指
示

内
容
が
あ
る
か
聞
く
。

　
24
時
間
の
中
で
、
手

順
を
追
っ
て
把
握
す
る
方

法
等
も
位
置
づ
け
る
。

　
避
難
所
の
災
害
種
別

図
記
号
や
夜
間
も
見
え
る

誘
導
掲
示
板
設
置
は
。

　
現
在
、
電
柱
に
避
難

所
案
内
図
を
設
置
す
る
取

り
組
み
は
進
め
て
い
る

が
、
今
後
は
、
夜
間
も
見

え
る
蓄
光
テ
ー
プ
や
種
別

図
表
示
も
含
め
て
検
討
す

る
。

　
公
助
と
し
て
、
停
電

や
断
水
時
に
子
ど
も
の
健

康
を
守
る
、
母
乳
代
替
食

品
の
液
体
ミ
ル
ク
備
蓄
は
。

　
災
害
時
、
乳
児
に
は

必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。
防
災
安
全
課
と
子

育
て
・
健
康
課
で
協
力
し

な
が
ら
液
体
ミ
ル
ク
の
周

知
及
び
家
庭
で
の
備
蓄
品

と
し
て
の
効
果
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

　
防
災
ガ
イ
ド
中
学
生

編
を
作
成
し
て
い
る
市
も

あ
る
が
、
町
と
中
学
校
と

の
連
携
は
。

　
中
学
生
の
活
動
に
期

待
し
て
お
り
、
自
主
防
災

組
織
の
訓
練
参
加
で
意
識

を
上
げ
て
い
く
。
冊
子
等

は
今
後
検
討
。

　
避
難
所
の
冷
暖
房
や

ｗｉ-

ｆｉ
機
能
設
置
は
。

　
避
難
所
は
学
校
の
体

育
館
を
中
心
に
指
定
し
て

お
り
、
改
革
、
改
善
に
と

つ
な
が
っ
て
い
く
。
標
準

装
備
は
、
今
後
の
課
題
と

し
て
受
け
止
め
る
。

年間を通し太陽光を浴びる
ために最適な袖が浦プール

避難できる内容が一目瞭然
※記事は本人が作成し、議会での発言および記事内容は、各議員の責任となります。

一般質問

   
洪水／内水氾濫
 Flood from

rivers/Flood from
inland waters  

土石流 
Debris flow   

津波／高潮
Tsunami/Storm
surges  
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計
画
の
精
査
と
耐
震
化
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
る

答
発
災
時
の
防
災
計
画
と
公
共

施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
問
う

問

羽
根
か
ほ
る

無
所
属

　
避
難
所
の
設
置
は
被

害
リ
ス
ク
、
避
難
経
路
の

安
全
性
、
避
難
者
に
と
っ

て
の
快
適
さ
を
満
た
す
必

要
が
あ
る
。
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
軸

に
、
設
置
す
る
の
は
ど
う

か
。

　
避
難
所
の
適
切
な
配

置
・
開
設
、
運
営
方
法
は

検
討
中
だ
。
地
域
と
も
調

整
を
進
め
る
。

　
災
害
発
生
を
防
ぐ
手

立
て
は
。
葛
川
改
修
の
基

準
雨
量
変
更
は
。
新
庁
舎

設
置
予
定
地
は
大
丈
夫
か
。

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域

の
調
査
の
結
果
、
特
別
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
は
土
留
め
設
置
な

ど
具
体
的
な
対
策
強
化
を

進
め
る
。
葛
川
改
修
に
あ

た
り
基
準
雨
量
は
50
㎜
の

ま
ま
。
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
県
に
話
を
し
て
い
る

段
階
。
新
庁
舎
整
備
に
あ

た
っ
て
は
か
さ
上
げ
、
動

力
設
備
の
２
階
設
置
を
検

討
。
迂
回
路
の
確
立
は
必

要
と
認
識
。

　
町
民
が
最
善
の
判
断

を
で
き
る
よ
う
き
め
細
か

な
情
報
提
供
が
必
要
。
防

災
ラ
ジ
オ
を
含
め
た
情
報

弱
者
へ
の
対
応
が
必
要
。

　

き
め
細
か
い
避
難
勧

告
な
ど
の
方
法
は
検
討
中
。

小
中一貫
教
育
校
設
置

　
小
中
一
貫
教
育
校
設

置
計
画
の
状
況
は
。
い
じ

め
・
不
登
校
な
ど
の
教
育

課
題
解
決
に
は
、
制
度
を

変
え
る
よ
り
教
育
指
導
の

充
実
が
重
要
で
は
。

　
子
ど
も
の
生
き
る
力

を
育
む
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

が
重
要
。
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
小
中
一
貫
校
の
取

り
組
み
は
進
め
る
。
学
校

配
置
は
柔
軟
に
考
え
る
。

意
見
交
換
会
を
重
ね
、
皆

さ
ん
の
合
意
の
も
と
に
学

校
教
育
を
進
め
て
い
く
。

　
一
貫
教
育
校
設
置
運

営
に
必
要
な
資
源
は
。

　
ハ
ー
ド
部
分
は
来
年

度
調
査
。
教
育
内
容
な
ど

の
ソ
フ
ト
部
分
は
一
貫
教

育
校
運
営
に
必
要
な
体

制
・
人
員
配
置
・
設
備
と

と
も
に
準
備
を
進
め
る
。

他
に
「
特
定
健
診
へ
の
眼

底
検
査
追
加
、
加
齢
性
難

聴
者
に
対
す
る
補
聴
器
購

入
助
成
」を
取
り
上
げ
た
。

①
避
難
所
設
営
な
ど
検
討
中

②
町
民
の
合
意
の
元
に
進
め
る

答
①
台
風
対
策
の
抜
本
的
補
強
を

②
小
中
一
貫
教
育
計
画
再
考
を

問

渡
辺 

訓
任

日
本
共
産
党

　
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
地
震
編
改
正
の
状

況
は
。　

　
非
常
時
優
先
業
務
の

執
務
ス
ペ
ー
ス
は
ラ
デ
ィ

ア
ン
内
で
検
討
。
災
害
時

の
電
源
は
燃
料
の
確
保
も

含
め
計
画
に
記
載
。
業
務

の
優
先
度
、
必
要
人
数
、

職
員
の
参
集
予
定
状
況
な

ど
記
載
し
更
新
。
年
度
内

早
い
段
階
で
公
表
し
た
い
。

　
台
風
発
生
時
当
初
の

避
難
所
開
設
２
か
所
は
妥

当
か
。

　

エ
リ
ア
を
考
え
南

側
、
中
地
域
で
保
健
セ
ン

タ
ー
、
北
部
に
一
色
小
学

校
を
開
設
。
避
難
所
は
地

震
災
害
を
中
心
に
考
え
て

き
た
が
、
風
水
害
は
形
態

を
分
け
て
考
え
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
。
エ
リ
ア
、

避
難
所
を
開
け
る
順
番
、

場
所
の
見
直
し
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
発
災
時
、
町
民
が
ど

う
動
い
た
ら
い
い
の
か
理

解
が
進
ん
で
い
な
い
。

　
風
水
害
で
は
気
象
状

況
に
よ
り
、
町
、
地
域
、

個
人
が
ど
う
動
く
の
か
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を

検
討
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
検
討
、

改
正
と
含
め
て
進
め
る
。

　
町
民
が
使
う
公
共
施

設
の
安
全
性
が
確
保
で
き

て
い
な
い
点
を
ど
う
考
え

る
か
。

　
26
あ
る
地
域
集
会
所

の
う
ち
10
施
設
に
つ
い
て

は
地
区
と
の
話
し
合
い
を

始
め
て
い
る
。
数
年
の
間

で
10
施
設
の
耐
震
化
を
進

め
た
い
。

　
公
共
施
設
再
配
置
計

画
は
い
つ
完
了
か
。

　
令
和
９
年
ま
で
の
短

期
10
年
間
で
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
認
識

は
し
て
い
る
。

　
役
場
庁
舎
の
整
備
を

急
ぐ
根
拠
は
何
か
。

　
災
害
が
続
く
中
、
耐

震
化
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
は
大
き
な
問
題
。
災
害

に
最
低
限
強
い
庁
舎
整
備

は
、
行
政
と
し
て
責
任
あ

る
業
務
の
ひ
と
つ
。

　
役
場
庁
舎
、
公
共
施

設
の
耐
震
化
、
共
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め

る
の
か
。

　
役
場
庁
舎
、
公
共
施

設
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る

か
で
は
な
い
。
両
方
と
も

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
適

切
に
進
め
る
。

※記事は本人が作成し、議会での発言および記事内容は、各議員の責任となります。

一般質問

台風19号は各所に爪痕を
＝壊れた梅沢・美浜橋＝

多くの町民が利用する
町民センターも未耐震
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前
向
き
に
検
討
す
る

答
村
田
町
政
の
行
政
手
法
に
つ
い
て

問

　
村
田
町
政
は
節
約
し

倹
約
し
て
緊
縮
財
政
を

取
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
失
わ
れ
る
も
の
も

多
く
あ
り
、
町
民
の
不
満

や
失
望
も
少
な
く
な
い
。

し
か
も
多
額
の
基
金
（
21

億
円
）
を
持
ち
な
が
ら
利

息
も
付
か
な
い
時
代
に
ど

の
よ
う
な
考
え
か
。

　

今
す
ぐ
に
は
使
え
な

い
基
金
も
あ
る
。

　
役
場
新
庁
舎
移
転
問

題
で
の
今
の
状
況
は
町
民

に
と
っ
て
も
決
し
て
良
い

状
況
で
は
な
い
。
も
う
一

度
白
紙
に
戻
し
て
組
み
立

て
直
す
べ
き
だ
が
。

　

時
間
を
か
け
て
考
え

た
い
。

　
各
地
区
の
集
会
施
設

の
耐
震
補
強
は
？

　

地
元
と
話
し
合
い
が

つ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
速
や

か
に
実
行
す
る
。

　
袖
が
浦
プ
ー
ル
は
い

つ
再
開
す
る
の
か
？
　
集

会
場
と
併
設
は
可
能
か
。

　

物
理
的
に
は
可
能
。

　
梅
沢
海
岸
の
防
潮
堤

は
考
え
て
い
る
か
。

　

認
識
し
て
い
る
。

　
桜
美
園
の
廃
炉
と
跡

地
の
整
備
は
い
つ
か
。

　

国
、
県
の
補
助
を
要

望
し
て
い
る
。

　
駅
前
町
民
会
館
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
、
観
光

協
会
と
併
設
で
き
な
い

か
。
町
長
の
英
断
を
求
め

る　
駐
車
場
と
し
て
契
約

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
細
部
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
る
。

　
ラ
デ
ィ
ア
ン
の
地
下

倉
庫
の
冠
水
対
策
は
で
き

て
い
る
か
。

　

安
全
な
場
所
に
移
動

す
る
用
意
が
あ
る
。

　
業
務
の
民
間
委
託
と

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
　

　
　

個
別
に
判
断
す
る
。

【
要
望
】
村
田
町
政
は
ワ

ン
チ
ー
ム
で
あ
る
べ
き

だ
。
職
員
全
員
が
ス
ク
ラ

ム
を
組
ん
で
一
丸
と
な
っ

て
町
政
に
挑
ん
で
ほ
し

い
。
困
難
な
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
が
知
恵
を
絞
っ

て
互
い
に
意
思
の
疎
通
を

し
、
よ
り
よ
き
町
を
目
指

し
て
ほ
し
い
。
今
の
町
の

状
況
は
決
し
て
良
い
と
は

思
え
な
い
。
そ
れ
は
多
く

の
良
識
あ
る
町
民
が
感
じ

て
い
る
。

※記事は本人が作成し、議会での発言および記事内容は、各議員の責任となります。

人
は
一
生
学
ぶ
も
の

提
案
や
意
見
は
も
っ
と
出
し
切
り
た
い

答
職
員
の
働
き
方
の
提
案
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
い
て

問

　
時
間
外
手
当
未
払
い

報
道
後
、
何
を
し
た
か
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
出
退

勤
管
理
徹
底
、
制
度
改
正

を
経
て
時
間
外
は
減
り
、

年
休
取
得
率
は
向
上
し
て

い
る
。
さ
ら
に
事
業
見
直

し
に
活
用
で
き
る
行
政
評

価
手
法
の
改
善
に
着
手
。

　
業
務
遂
行
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　

そ
の
有
無
は
各
課
ご

と
。整
理
の
必
要
性
あ
る
。

　
例
え
ば
職
員
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
会
議
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
集
団

活
動
に
主
体
性
を
持
た

せ
、
合
意
に
向
け
て
論
点

整
理
を
専
門
的
に
行
う
）

や
、
苦
情
対
応
の
プ
ロ
等

を
育
成
し
、
ど
の
課
に
い

て
も
他
課
を
い
つ
で
も
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
仕
組
み
に

し
て
手
当
を
つ
け
、
さ
ら

に
公
益
性
の
高
い
活
動
で

の
副
業
を
可
能
に
し
て
は
。

　

研
修
を
活
用
し
た
、

あ
る
程
度
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
養
成
の
可
能
性
は
あ

る
。
副
業
を
推
進
す
る
先

進
的
な
自
治
体
は
あ
る
が

町
は
現
段
階
で
は
難
し
い
。

　
経
験
を
積
ん
で
も
数

年
で
人
事
異
動
に
な
れ
ば

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下

す
る
。
数
年
単
位
の
異
動

を
や
め
、
専
門
性
を
高
め

る
べ
き
で
は
。
町
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

　

マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー

的
な
職
員
を
養
成
す
る
ほ

う
が
全
体
的
な
ス
キ
ル
が

上
が
る
。
専
門
知
識
が
あ

る
人
材
の
採
用
も
難
し
い
。

　
職
員
か
ら
の
働
き
方

の
提
案
は
、
課
題
解
決
ま

で
の
過
程
や
結
果
を
イ
ン

ト
ラ
上
に
載
せ
る
な
ど
誰

も
が
見
え
る
形
に
し
て
は
。

　

研
究
し
た
い
。

　
手
上
げ
方
式
で
若
い

職
員
も
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
働

き
方
改
革
の
長
期
的
な
計

画
を
立
て
て
実
践
す
べ
き
。

　

計
画
を
作
る
に
は

ゴ
ー
ル
の
設
定
が
難
し
い
。 

職
員
は
学
び
得
た
も
の
や

提
案
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て

ほ
し
い
。「
こ
れ
な
ら
役

場
で
一
番
で
き
る
」
と
胸

を
張
れ
る
よ
う
な
職
員
が

出
て
く
れ
ば
組
織
と
し
て

強
く
な
る
。
話
し
合
い
、

納
得
し
な
が
ら
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
改
善
し
て
い
く
。

露
木 

佳
代

無
所
属

公務員に関する著書がある
生駒市長　近隣議員と視察

町長の英断を求める

坂
本 

孝
也

無
所
属

一般質問
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町
民
説
明
会
の
意
見
等
を
踏
ま
え

今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る

答
災
害
対
策
実
例
を
基
に
現
庁
舎

計
画
案
の
妥
当
性
を
問
う

問

　
総
合
戦
略
の
基
本
目

標
１
は
「
住
み
続
け
ら
れ

る
地
域
を
作
る
」で
あ
る
。

「
買
い
物
」「
駅
に
出
る
」

「
通
院
」
の
観
点
か
ら
全

町
で
実
現
す
る
目
途
は
。

　

交
通
の
視
点
で
言
う

と
、
国
の
基
準
に
よ
る
交

通
空
白
・
不
便
地
域
は
町

内
に
な
い
の
で
全
町
「
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
」こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
た
歩
道
が
町
内
各
所
に

行
き
渡
る
こ
と
に
よ
り
、

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
が

拡
大
す
る
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

　

状
況
に
応
じ
整
備
し

て
い
け
ば
住
み
続
け
ら
れ

る
地
域
の
拡
大
は
あ
る
。

　
９
月
定
例
会
で
紹
介

し
た
私
の
（
仮
称
）
買
物

路
構
想
は
、「
買
い
物
」「
駅

へ
出
る
」「
通
院
」
を
前

提
に
、
自
動
車
に
よ
ら
な

い
交
通
弱
者
対
策
と
し
て

高
齢
者
が
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
等
で
安
心
し
て
走

行
で
き
る
ル
ー
ト
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
以
下
の
基
準
に
よ
っ

て
設
置
す
べ
き
と
し
た
。

・
バ
ス
路
線
等
の
主
だ
っ

た
ル
ー
ト
の
歩
道
を
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
し
、
買
い
物

路
に
指
定

・
前
記
歩
道
の
確
保
が
困

難
な
場
合
、
交
通
量
の
少

な
い
裏
通
り
を
買
い
物
路

に
指
定

　
私
が
百
合
が
丘
か
ら
駅

に
出
る
ル
ー
ト
を
検
証
し

た
結
果
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
必
要
性
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。ど
う
考
え
る
か
。

　

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

と
し
て
整
備
計
画
の
位
置

づ
け
が
な
い
た
め
舗
装
補

修
を
主
体
と
し
た
管
理
が

現
状
。
基
本
構
想
改
定
の

上
で
区
域
拡
大
が
必
要
と

な
り
難
し
く
、
現
状
把
握

の
上
で
調
査
研
究
を
行
う
。

　
買
物
路
に
指
定
さ
れ

た
道
を
優
先
的
に
補
修
す

る
と
か
、
工
事
後
は
原
状

復
帰
が
原
則
と
思
わ
れ
る

が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
形

状
に
す
る
こ
と
で
、
お
金

を
か
け
ず
に
実
現
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

　

買
物
路
に
指
定
す
る

こ
と
で
財
源
確
保
に
つ
な

が
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
っ

て
い
き
た
い
。

指
定
に
よ
り
財
源
確
保
で
き
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
や
り
た
い

答
買
物
路
指
定
さ
れ
た
道
の
優
先

的
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
可
能
か

問

凹凸の歩道。高齢者の自転
車走行は車道よりも危険

大
沼 
英
樹

無
所
属

　
台
風
19
号
被
害
を
見

て
町
の
見
解
は
ど
う
か
。

　

町
職
員
全
員
、
町
民

の
安
全
や
想
定
外
被
災
の

心
配
が
尽
き
な
か
っ
た
。

　
葛
川
整
備
に
は
30
年

か
か
る
よ
う
だ
が
ど
う
か
。

　

整
備
計
画
を
基
に
進

め
る
、
県
と
情
報
を
共
有

し
連
携
は
図
っ
て
い
る
。

　
浸
水
後
に
泥
や
水
没

車
両
が
あ
っ
た
ら
災
害
対

策
に
支
障
は
な
い
か
。

　

川
付
近
の
浸
水
は
あ

り
得
る
が
詳
細
を
考
え
る

段
階
で
は
な
い
。

　
低
地
対
策
は
血
税
の

浪
費
。
地
方
自
治
法
２
条

の
規
定
に
反
し
な
い
か
。

　

被
災
時
に
業
務
を
続

け
る
事
が
最
大
の
効
果
で

あ
り
必
要
経
費
と
考
え
る
。

　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
制
定

の
土
砂
災
害
警
戒
エ
リ
ア

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

現
基
準
で
あ
り
、
す

べ
て
が
赤
で
は
な
く
絞
り

込
ま
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

　
二
度
に
わ
た
る
基
本

設
計
委
託
料
の
予
算
否
決

で
も
強
硬
に
進
め
る
の
か
。

　

過
去
か
ら
の
課
題
で

後
回
し
に
し
て
き
た
事
業
。

　
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ

ア
を
無
視
し
た
暴
走
計
画

で
は
な
い
か
。
陳
情
は
採

択
さ
れ
た
。
未
来
と
負
債

を
背
負
う
子
供
た
ち
に
対

し
て
胸
を
張
れ
る
の
か
。

　

現
財
政
面
か
ら
交
付

税
措
置
を
活
用
し
な
い
と

町
民
に
不
利
に
な
る
。

　
庁
舎
対
策
に
反
対
し

て
い
る
議
員
は
１
人
も
い

な
い
。
進
め
れ
ば
８
千
万

円
以
上
の
出
費
。
着
工
直

前
で
計
画
を
見
直
し
た
町

が
あ
る
。
我
が
町
は
ま
だ

案
で
あ
り
変
更
可
能
で
は
。

　

意
見
を
受
け
と
め
て

災
害
に
強
い
安
全
な
庁
舎

整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
新
庁
舎
計
画
進
行
の

伏
線
で
集
会
所
の
話
し
合

い
を
始
め
た
の
か
。

　

交
換
条
件
と
い
う
よ

り
、
地
区
と
の
話
し
合
い

は
公
共
施
設
再
配
置
計
画

推
進
へ
の
と
ば
口
。

【
要
望
】
役
場
所
在
地
の

変
更
に
は
議
員
の
３
分
の

２
以
上
同
意
が
必
要
。
危

険
な
施
設
は
早
期
に
改
善

す
べ
き
で
あ
り
余
裕
を

持
っ
た
進
行
の
た
め
、
賛

成
大
多
数
議
決
が
導
け
る

町
政
に
期
待
す
る
。

計画ならハザードエリア内で
はないはずです

※記事は本人が作成し、議会での発言および記事内容は、各議員の責任となります。

松
﨑 

　
健

無
所
属

一般質問
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①
新
庁
舎
含
め
災
害
対
策
推
進

②
事
故
賠
償
補
償
保
険
で
救
済
支
援

答

独
居
老
人
は
増
加

自
宅
で
看
取
り
も
支
援

答

①
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
防
災
計
画
を

②
予
防
接
種
副
反
応
被
害
者
救
済

問

独
居
老
人
の
推
移・介
護
現
場
の

虐
待
数
と
対
策
は

問

　

ひ
と
り
暮
ら
し
で

あ
っ
て
も
、
健
康
で
経
済

的
余
裕
が
あ
れ
ば
良
い
が
、 

経
済
に
困
窮
し
、
身
寄
り

も
な
い
方
が
増
え
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
町
の
独
居

老
人
の
推
移
と
、
こ
の
数

年
の
現
状
と
対
策
を
聞
く
。

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
現
在
の
２
千
１
１

１
人
、
平
成
31
年
の
同
時

期
に
は
２
千
２
８
２
人
、

３
年
間
で
１
７
１
人
増
加
。 

令
和
元
年
12
月
１
日
で
は

さ
ら
に
63
人
が
増
え
、
２

千
３
４
５
人
と
な
っ
た
。 

今
後
も
増
加
傾
向
で
あ
る
。

　

対
策
と
し
て
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
立
ち
上
げ

て
ほ
し
い
。
身
寄
り
の
な

い
方
の
葬
儀
・
納
骨
・
リ

ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
と
い
う
課

題
の
解
決
を
図
り
、
生
き

生
き
と
し
た
人
生
を
送
っ

て
い
た
だ
く
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
な
の
は
な
」
で
は
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
看
取

り
ま
で
の
支
援
を
行
う
。

実
際
に
在
宅
で
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
が
医
療
機

関
へ
の
受
診
や
入
院
は
強

く
拒
否
さ
れ
、
住
み
な
れ

た
自
宅
で
最
期
ま
で
暮
ら

し
た
い
と
い
う
本
人
の
意

志
を
尊
重
し
、
往
診
医
、

訪
問
看
護
、
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
の
見
守
り
の
中
、
本
人

の
希
望
ど
お
り
在
宅
で
最

期
を
迎
え
た
事
例
も
あ
る
。 

最
後
の
時
を
ど
う
迎
え
る

か
町
民
の
方
に
考
え
て
い

た
だ
く
の
は
重
要
で
講
演

会
を
実
施
す
る
。
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
利
用

な
ど
の
研
究
を
し
て
い
く
。

　
高
齢
者
の
虐
待
と
介

護
現
場
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

虐
待
相
談
は
平
成
29
、 

30
年
度
は
７
件
、
５
件
と

10
件
に
は
満
た
な
い
が
、

今
年
度
は
11
月
現
在
で
既

に
４
件
あ
る
。

　
虐
待
の
件
数
が
思
っ

た
よ
り
少
な
い
。
ど
こ
ま

で
が
虐
待
か
を
見
る
ケ
ア

マ
ネ
の
力
量
に
差
が
あ
る
。 

一
定
の
レ
ベ
ル
に
す
べ
き
。

　

介
護
事
業
所
の
連
絡

会
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

を
実
施
し
「
な
の
は
な
」

の
主
任
ケ
ア
マ
ネ
が
ケ
ア

マ
ネ
の
指
導
す
る
。

他
に
県
営
住
宅
建
て
替
え

の
諸
問
題
と
地
域
集
会
施

設
耐
震
補
強
を
質
問

　
新
庁
舎
建
設
案
で
町

民
の
町
政
へ
の
不
満
が
噴

出
し
、
激
甚
化
す
る
風
水

害
の
未
来
へ
の
備
え
の
変

革
必
要
性
を
見
せ
つ
け
た
。 

こ
れ
を
前
向
き
に
捉
え
本

来
の
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
の
戦
略
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
村
田
町
政
の
間
に

進
め
た
い
。
福
祉
は
協
働

の
道
を
進
ん
で
い
る
。
防

災
と
新
庁
舎
案
に
お
い
て

も
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
な
い

豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
町
内
の
研
究
団

体
や
有
志
、行
政
、地
域
、

学
校
と
、
協
働
の
ワ
ン

チ
ー
ム
で
防
災
減
災
の
ま

ち
づ
く
り
を
し
た
い
。

　

防
災
対
策
は
広
範
囲

に
再
検
討
中
。
共
助
は
自

主
防
災
組
織
を
軸
と
し
、

研
究
、
情
報
共
有
、
計
画

策
定
を
支
援
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、 

小
学
校
区
の
福
祉
の
協
議

体
も
防
災
を
共
有
す
る
場

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
新

庁
舎
案
に
つ
い
て
は
20
地

域
に
説
明
し
、
理
解
は
進

ん
だ
。
大
学
等
の
研
究
者

等
、
知
見
を
活
か
す
研
究

を
し
た
い
。
町
民
に
向
き

合
い
安
心
安
全
の
た
め
協

働
を
進
め
る
。

子
宮
頸
が
ん
副
反
応
被

害
者
救
済
に
つ
い
て

　

被
害
者
救
済
が
遅

れ
、
被
害
者
は
増
え
て
い

る
。
法
に
則
り
す
で
に
兵

庫
県
多
可
町
等
で
先
例
あ

る
自
治
体
事
故
賠
償
保
障

保
険
申
請
の
進
捗
と
Ｈ
Ｐ

で
の
救
済
方
法
、
特
殊
な

副
反
応
の
症
例
等
の
周
知
、 

追
跡
調
査
結
果
の
フ
ォ

ロ
ー
を
問
う
。

　

申
請
中
で
あ
る
。
Ｈ

Ｐ
は
横
浜
市
に
倣
っ
た
。

副
反
応
の
疑
い
が
あ
る
方

に
電
話
で
伺
っ
た
。

　
被
害
の
深
刻
化
を
メ

デ
ィ
ア
も
取
り
上
げ
ず
、

救
済
機
関
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

ハ
ー
ド
ル
高
く
、
自
治
体

事
故
賠
償
補
償
保
険
申
請

時
も
要
項
に
な
い
条
件
を

保
険
会
社
が
要
求
等
被
害

者
の
生
命
、
自
由
、
幸
福

追
求
の
権
利
が
著
し
く
阻

害
さ
れ
る
。
自
治
体
と
し

て
の
ス
タ
ン
ス
を
問
う
。

　

被
保
険
者
と
し
て
被

害
に
苦
し
む
町
民
の
立
場

に
寄
り
添
い
手
続
き
す
る
。

※記事は本人が作成し、議会での発言および記事内容は、各議員の責任となります。

小
笠
原 

陶
子

無
所
属

一
石 

洋
子

神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

横須賀市のエンディング
サポートのパンフレット

長期連載で追究し提言した
数少ないメディア下野新聞

一般質問
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（　　）内は党派・期数
本人の原稿をそのまま掲載しています。

　

皆
様
が
健
康
寿
命
を
延

伸
し
、
生
涯
に
わ
た
り
健

康
で
自
立
し
た
生
活
を
送

り
、
人
生
を
楽
し
く
幸
せ

に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
皆
様

の
健
康
づ
く
り
に
一
層
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
メ
ン
バ
ー
が
変
わ

る
度
議
会
内
の
様
子
も
変

わ
る
。
議
会
は
決
め
る
場

だ
が
是
か
非
以
外
も
「
話

す
・
聞
く
」
を
大
事
に
し

た
建
設
的
議
論
で
全
員
で

町
づ
く
り
に
邁
進
し
た
い
。

　

岐
路
の
時
代
に
、
こ
の

町
か
ら
住
民
の
皆
様
と
新

し
い
道
を
創
っ
て
い
き
た

い
。
市
民
運
動
の
議
員
と

し
て
自
由
に
立
場
に
と
ら

わ
れ
ず
真
心
か
ら
子
ど
も

達
の
た
め
に
働
き
た
い
。

　

新
た
な
議
会
構
成
と
な

り
、
更
な
る
活
性
化
を
求

め
議
長
に
選
任
さ
れ
て
か

ら
早
や
一
年
、
道
は
右
へ

左
へ
、
上
り
下
り
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆

さ
ま
か
ら
の
叱
咤
激
励
に

よ
り
走
り
続
け
て
く
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
す
。 

「
住
民
福
祉
の
向
上
」
を

果
た
す
た
め
、
自
ら
を
省

み
、
知
識
、
見
識
を
培
う

べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
一
層

の
努
力
、
挑
戦
を
い
た
し

て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き

ご
理
解
、
ご
協
力
、
そ
し

て
ご
意
見
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
庁
舎
移
転
、
公

共
施
設
再
配
置
、
学
校
統

廃
合
等
の
問
題
解
決
ま
で

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本

年
は
、
課
題
解
決
に
全
力

で
取
り
組
み
持
続
可
能
な

町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

野地洋正
議長

（無所属２期）

善波宣雄
副議長

（無所属２期）

前田憲一郎
議員

（無所属２期）

根岸ゆき子
議員

（無所属５期）

　

議
員
に
必
要
な
力
は
問

題
解
決
力
と
痛
感
。
良
い

町
に
な
る
よ
う
、
少
し
で

も
前
に
進
め
る
こ
と
が
ポ

リ
シ
ー
で
す
。
町
民
と
し

て
の
目
線
を
忘
れ
ず
に
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
こ
の
町
に
吹

き
始
め
た
新
し
い
風
が
本

物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た

め
、
役
場
庁
舎
の
あ
る
べ

き
姿
、
真
の
交
通
弱
者
対

策
、
教
育
の
あ
る
べ
き
姿

を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

委
員
会
と
し
て
継
続
調

査
の
提
言
を
「
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
に
照

ら
し
合
わ
せ
、ハ
ー
ド
面
、

ソ
フ
ト
面
か
ら
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 羽根かほる

議員
（無所属１期）

松﨑　健
議員

（無所属１期）

二宮節子
議員

（公明党２期）

　

役
場
新
庁
舎
建
設
の
是

非
を
巡
り
町
政
は
混
沌
と

し
て
い
る
。
最
終
的
に
は

住
民
投
票
か
？
議
会
の
果

た
す
べ
き
責
任
と
役
割
を

自
覚
し
、
是
々
非
々
で
臨

み
諸
課
題
に
取
り
組
む
。

　

む
な
し
さ
と
歯
が
ゆ
さ

の
一
年
で
し
た
。
一
方
で

若
い
仲
間
た
ち
が
で
き
た

こ
と
は
希
望
が
持
て
ま
す
。 

議
員
二
年
目
に
向
け
て
活

気
と
希
望
の
町
を
目
指
し

て
さ
ら
に
頑
張
り
ま
す
。

　

昨
年
は
議
会
が
町
提
案

を
僅
差
で
否
決
す
る
事
案

が
多
発
し
無
念
。
少
子
高

齢
化
、
消
費
税
増
税
等
で

冷
え
る
景
気
経
済
を
乗
り

越
え
、
住
み
よ
い
町
に
す

る
た
め
努
力
精
進
し
ま
す
。

杉崎俊雄
議員

（無所属５期）

坂本孝也
議員

（無所属３期）

小笠原陶子
議員

（無所属６期）

目
を
開
き
、
耳
を
傾
け

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
心
で

皆
さ
ん
と
共
鳴
し
た
い

一
人
ひ
と
り
の
中
に
あ
る

自
治
の
力
を

発
揮
で
き
る
町
へ

　

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
公
共
交
通
の
充
実
、

医
療
や
介
護
の
負
担
軽

減
、
教
育
環
境
の
充
実
な

ど
、「
い
の
ち
と
く
ら
し
」

を
守
っ
て
い
く
よ
う
、
皆

さ
ま
と
取
り
組
み
ま
す
。

　

浸
水
エ
リ
ア
の
新
庁
舎

計
画
に
断
固
反
対
。
災
害

に
強
く
利
便
性
の
高
い
役

場
を
推
進
。
未
耐
震
集
会

施
設
は
早
期
更
改
。
全
て

の
町
民
が
憩
い
集
う
笑
顔

の
二
宮
町
を
推
進
す
る
。

露木佳代
議員

（無所属２期）

渡辺訓任
議員

（日本共産党２期）

大沼英樹
議員

（無所属１期）

一石洋子
議員

（神奈川ネット２期）

令和２年　私の決意

皆さまの負託に応えるため
� 心新たにまちづくりに取り組みます



＜編集後記＞
　今号より編集委員が変わりました。みなさ
まにお伝えしたい事が多く、いかにまとめ、
わかりやすく、多くの情報をお伝えできる
か？これからも委員と話し合いながら、考え
進めてまいります。ご意見等ございましたら、
いつでもお寄せください。（羽根）

◎議会だより編集委員
　委 員 長� 羽根かほる
　副委員長� 渡辺　訓任
　委 員� 松﨑　　健
� 杉崎　俊雄
� 坂本　孝也
� 根岸ゆき子
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議会への
ご意見は
こちら

各委員会の動き　＝活動報告＝

　継続調査事項は「吾妻山公園の活性化」。幅
広い層の観光客を迎えるため、町と意見交換を
行った。　
１�吾妻神社西側の景観を守るため、樹木伐採は
可能か。⇒一部民有地のため、現段階では明
言できない。公園区域内の病気の樹木や老木
など、危険性のある樹木を伐採することが最
優先。
２「歩道の拡幅」
３�「ベビーカーや特定車両に限定した乗り入れ」
⇒自然な山の公園であり、バリアフリー法に
準じた対応ができるのは、山頂付近など一部
に限られる。
　中里口は、地形条件もあり全面的な「移動円
滑化」は難しい。との回答。今後、当委員会は
商工会や観光協会、ほ
か関係団体とも連携を
図り、町のシンボルで
ある吾妻山公園の活性
化をハード・ソフト両
面で研究をしていく。

　11月8日（金）19時～21時まで山西防災コミュニティセン
ターにて、11月9日（土）13時30分～15時30分まで、生涯学
習センターで、議会報告会と意見交換会開催。参加者はそれ
ぞれ8名、16名。9日の生涯学習センターでは10時～17時まで
ギャラリー展示。見学者少数。平成30年度決算特別委員会に
ついて報告。その後、①買い物・移動について②その他のテー
マごとに分かれ、意見交換会を実施。意見を発表し終了した。
9日は、テーマ「その他」希望の方が圧倒的に多く、ファシ
リテーターが今回は防災に絞った。
　いただいたご意見は議会ホームページに発表。議員・議会
活動に活かしていきます。

　継続調査事項は「子どもから高齢者まで移動
が困難な町民の生活を支える仕組み」。
１�「歩行・電動カートによる移動支援（障壁除
去）」各委員の居住地区の状況を実際に調査。
　�⇒①地区により大きく異なる状況。多くの移
動の障壁を確認、②バリアフリー化は「交通
バリアフリー基本構想」重点整備地区（駅、
ラディアン周辺）に留る。
２�「公共交通を使うための支援」地区から講師
を招き、現在のコミバスに至るまでの経緯・
経験の勉強会
　�⇒「移動困難地域解消」に加えて「移動支援
という福祉的な視点」が重要。
＜今後の課題＞
①�部署を超えた連携促進で、福祉的観点からの
当委員会の提言に実効性を持たせる。
②�議会主催の意見交換
会で出た移動支援に
ついての多くの意
見・要望についての
検討。

総務建設経済常任委員会
吾妻山の活性化について

議会基本条例推進委員会　シェアにのみや（議会報告と意見交換会）

教育福祉常任委員会
移動が困難な町民の生活を支える仕組み


